
(57)【要約】
【課題】　故障が少なく簡易な構成で情報の送信や受
信を行うことができる光学式生体センサ、ベース装置、
生体情報収集システム、及びセンサ通信方法を提供する
こと。
【解決手段】　Ｓ１００では、脈波センサ１とベース
装置１７とが接続されたか否かを判定する。つまり、Ｓ
側接触検知端子１９とＢ側接触検知端子３９とが接触し
、それによって、Ｂ側接触検知端子３９からＳ側接触検
知端子１９に接触検知信号が入力されたか否かを判定す
る。Ｓ１１０では、ＣＰＵ６１の制御モードを、測定モ
ードから送信モードに切り換える。続くＳ１２０では、
送信モードにて、メモリに記憶された脈波等のデータを
ベース装置１７側に送信する。即ち、データのダウンロ
ードを実行する。つまり、脈波センサ１がベース装置１
７に装着されると、脈波センサ１からベース装置１７に
自動的に脈波等の情報が送信される。
【選択図】  図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体に対して光を照射するセンサ側発光手段と、
　前記センサ側発光手段から照射され前記生体にて反射する反射光を受光するセンサ側受
光手段と、
　前記センサ側受光手段にて受光した反射光に基づいて前記生体の状態を検出する生体状
態検出手段と、
　を有するセンサ側光学装置部を備えた光学式生体センサにおいて、
　前記生体状態検出手段にて検出した前記生体の情報を、前記センサ側発光手段を用いて
、前記光学式生体センサの送信相手のベース装置に送信することを特徴とする光学式生体
センサ。
【請求項２】
　前記光学式生体センサは、前記生体状態検出手段によって生体の状態を検出する測定モ
ードと、前記生体の情報を前記ベース装置に送信する送信モードと、を有することを特徴
とする請求項１に記載の光学式生体センサ。
【請求項３】
　前記ベース装置に装着されたことを検知するセンサ側接触検知部を備えたことを特徴と
する請求項１又は２に記載の光学式生体センサ。
【請求項４】
　前記ベース装置に装着されたことを検知した場合には、前記送信モードに設定すること
を特徴とする請求項３に記載の光学式生体センサ。
【請求項５】
　前記測定モードと前記送信モードとに切り換えるモード切換スイッチを備えたことを特
徴とする請求項２～４のいずれかに記載の光学式生体センサ。
【請求項６】
　前記ベース装置の電力供給構成により充電される充電部を備えたことを特徴とする請求
項１～５のいずれかに記載の光学式生体センサ。
【請求項７】
　前記センサ側発光手段を、２個以上備えたことを特徴とする請求項１～６のいずれかに
記載の光学式生体センサ。
【請求項８】
　前記センサ側発光手段の表面側にレンズを配置したことを特徴とする請求項１～７のい
ずれかに記載の発光式生体センサ。
【請求項９】
　前記センサ側発光手段の表面側に透光性のカバーを配置したことを特徴とする請求項１
～７のいずれかに記載の発光式生体センサ。
【請求項１０】
　前記カバーが可視光カット機能を有することを特徴とする請求項９に記載の発光式生体
センサ。
【請求項１１】
　前記請求項１～１０のいずれかに記載の光学式生体センサから前記生体の情報が送信さ
れるベース装置であって、
　前記センサ側発光手段によって送信された前記生体の情報を受信するベース側受光手段
を有するベース側光学装置部を備えたことを特徴とするベース装置。
【請求項１２】
　前記ベース側光学装置部には、更に、前記センサ側光学装置部に対して信号を送信する
ベース側発光手段を備えたことを特徴とする請求項１１に記載のベース装置。
【請求項１３】
　前記ベース側発光手段を用いて、前記センサ側受光手段に対して、前記センサ側受光手
段からの前記生体の情報の送信を指令する指令信号を送信することを特徴とする請求項１
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２に記載のベース装置。
【請求項１４】
　前記ベース装置は、前記光学式生体センサが接触した状態で装着される装着構造を備え
たことを特徴とする請求項１１～１３のいずれかに記載のベース装置。
【請求項１５】
　前記光学式生体センサを前記ベース装置に装着した場合に、前記光学式生体センサを傾
斜させる構成としたことを特徴とする請求項１４に記載のベース装置。
【請求項１６】
　前記ベース装置に対して前記光学式生体センサを水平に装着する構成としたことを特徴
とする請求項１４に記載のベース装置。
【請求項１７】
　前記光学式生体センサが装着された場合に、前記光学式生体センサに検知信号を送信す
るベース側接触検知部を備えたことを特徴とする請求項１１～１６のいずれかに記載のベ
ース装置。
【請求項１８】
　前記光学式生体センサの充電部を充電するための電力供給構成を有することを特徴とす
る請求項１１～１７のいずれかに記載のベース装置。
【請求項１９】
　前記ベース側受光手段を、２個以上備えたことを特徴とする請求項１１～１８のいずれ
かに記載のベース装置。
【請求項２０】
　前記ベース装置は、前記光学式生体センサを嵌め込む凹部を備えたことを特徴とする請
求項１１～１９のいずれかに記載のベース装置。
【請求項２１】
　前記凹部は、前記光学式生体センサの底部に対応した底部側凹部及び／又はセンサ側光
学装置部側に対応した側面側凹部であることを特徴とする請求項２０に記載のベース装置
。
【請求項２２】
　前記凹部は、前記光学式生体センサの装着方向に沿った溝であることを特徴とする請求
項２０又は２１に記載のベース装置。
【請求項２３】
　前記側面側凹部の溝は、中央部が更に凹状となっていることを特徴とする請求項２１又
は２２に記載の生体情報収集システム。
【請求項２４】
　前記底部側凹部の深さは、バンドを備えた前記光学式生体センサを嵌めたときに、前記
バンドが邪魔にならない深さに設定されていることを特徴とする請求項２１又は２２に記
載のベース装置。
【請求項２５】
　前記ベース装置は、前記光学式生体センサを載置する基台部と、該基台部から立設され
る立設部とを備えることを特徴とする請求項１１～２４のいずれかに記載のベース装置。
【請求項２６】
　前記基台部と前記立設部との間に段差を有することを特徴とする請求項２５に記載のベ
ース装置。
【請求項２７】
　バンドを備えた前記光学式生体センサに対して、そのバンドを前記立設部に外嵌可能な
構成としたことを特徴とする請求項２５又は２６に記載のベース装置。
【請求項２８】
　前記立設部の側面に、曲面を有することを特徴とする請求項２５～２７のいずれかに記
載のベース装置。
【請求項２９】
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　前記ベース側発光手段の表面側にレンズを配置したことを特徴とする請求項１１～２８
のいずれかに記載のベース装置。
【請求項３０】
　前記ベース側発光手段の表面側に透光性のカバーを配置したことを特徴とする請求項１
１～２８のいずれかに記載のベース装置。
【請求項３１】
　前記カバーが可視光カット機能を有することを特徴とする請求項３０に記載のベース装
置。
【請求項３２】
　前記請求項１～１０のいずれかに記載の光学式生体センサと、前記請求項１１～３１の
いずれかに記載のベース装置と、を備えたことを特徴とする生体情報収集システム。
【請求項３３】
　前記センサ側発光手段を用いて送信された前記生体の情報を、前記ベース側受光手段に
よって受信することを特徴とする請求項３２に記載の生体情報収集システム。
【請求項３４】
　前記ベース側発光手段を用いて送信された所定の指令信号を、前記センサ側受光手段に
て受信することを特徴とする請求項３２又は３３に記載の生体情報収集システム。
【請求項３５】
　前記ベース側発光手段によって前記指令信号が送信された場合には、前記指令信号に基
づいて、前記光学式生体センサを前記送信モードに設定することを特徴とする請求項３４
に記載の生体情報収集システム。
【請求項３６】
　前記光学式生体センサを前記ベース装置に装着した場合に、前記センサ側光装置部と前
記ベース側光装置部とが、互いに相対する位置に配置される構成としたことを特徴とする
請求項３２～３５のいずれかに記載の生体情報収集システム。
【請求項３７】
　前記光学式生体センサを前記ベース装置に装着した場合に、発光手段側と受光手段側と
の距離及び位置が一定となるように、前記光学式生体センサと前記ベース装置とを嵌め込
む構造としたことを特徴とする請求項３２～３６のいずれかに記載の生体情報収集システ
ム。
【請求項３８】
　前記センサ側発光手段として赤外ＬＥＤを用いる場合には、前記ベース側受光手段の表
面側に可視光カット部材を配置することを特徴とする請求項３２～３７のいずれかに記載
の生体情報収集システム。
【請求項３９】
　前記ベース側光学装置部と前記センサ側光学装置部とにレンズが配置されている場合に
、互いのレンズの凹凸が嵌合する構成を有することを特徴とする請求項３２～３８のいず
れかに記載の生体情報収集システム。
【請求項４０】
　前記ベース側光学装置部と前記センサ側光学装置部とに透光性のカバーが配置されてい
る場合に、互いのカバーの凹凸が嵌合する構成を有することを特徴とする請求項３２～３
８のいずれかに記載の生体情報収集システム。
【請求項４１】
　前記ベース装置の端子と前記光学式生体センサの端子とが、機械的に接触する構成を有
することを特徴とする請求項３２～４０のいずれかに記載の生体情報収集システム。
【請求項４２】
　互いに接触する前記端子の形状により、前記光学式生体センサを装着する向きが規定さ
れる構成を有することを特徴とする請求項４１に記載の生体情報収集システム。
【請求項４３】
　前記ベース装置と前記光学式生体センサとの間の信号の送受信を、電磁気を用いて行う
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構成を備えたことを特徴とする請求項３２～４２のいずれかに記載の生体情報収集システ
ム。
【請求項４４】
　前記ベース装置から前記光学式生体センサに対して、電磁気を用いて電力を供給する構
成を備えたことを特徴とする請求項３２～４３のいずれかに記載の生体情報収集システム
。
【請求項４５】
　前記センサ側光学装置部に２個以上のセンサ側発光手段が配置されている場合に、前記
ベース側光学装置部に前記各センサ側発光手段に対応してそれぞれベース側受光手段を備
えたことを特徴とする請求項３２～４４のいずれかに記載の生体情報収集システム。
【請求項４６】
　前記センサ側光学装置部及び前記ベース側光学装置部に、複数対の前記発光手段及び受
光手段を備え、複数対の前記発光手段及び受光手段を用いて、前記生体の情報の送信を行
うことを特徴とする請求項４５に記載の生体情報収集システム。
【請求項４７】
　前記センサ側光学装置部及び前記ベース側光学装置部に、複数対の前記発光手段及び受
光手段を備え、ある対の前記発光手段及び受光手段を用いて、前記生体の情報の送信を行
うとともに、他の対の前記発光手段及び受光手段を用いて、前記送信される生体の情報の
チェックを行うためのチェック情報を送信することを特徴とする請求項４５に記載の生体
情報収集システム。
【請求項４８】
　前記請求項１～１０のいずれかに記載の光学式生体センサと前記請求項１１～３１のい
ずれかに記載のベース装置との間のセンサ通信方法であって、
　前記センサ側発光手段を用いて、前記ベース側受光手段に対して、前記生体の情報を送
信することを特徴とするセンサ通信方法。
【請求項４９】
　前記光学式生体センサが前記ベース装置に装着された場合には、前記光学式生体センサ
から前記ベース装置に、前記生体の情報を送信することを特徴とする請求項４８に記載の
センサ通信方法。
【請求項５０】
　前記ベース装置から前記光学式生体センサに対して、所定の指令信号が送信された場合
に、前記光学式生体センサから前記ベース装置に、前記生体の情報を送信することを特徴
とする請求項４８又は４９に記載のセンサ通信方法。
【請求項５１】
　前記光学式生体センサが前記ベース装置に装着された場合には、前記光学式生体センサ
を待機モードに設定し、前記ベース装置から指令信号を受信した場合には、前記光学式生
体センサから前記ベース装置に、前記生体の情報を送信することを特徴とする請求項５０
に記載のセンサ通信方法。
【請求項５２】
　前記光学式生体センサがモード切換スイッチによって待機モードに設定されている場合
に、前記光学式生体センサから前記ベース装置に前記指令信号を要求する要求信号を送信
し、前記ベース装置から指令信号を受信した場合には、前記光学式生体センサから前記ベ
ース装置に、前記生体の情報を送信することを特徴とする請求項５１に記載のセンサ通信
方法。
【請求項５３】
　前記光学式生体センサがモード切換スイッチによって待機モードに設定されている場合
に、前記ベース装置から指令信号を受信した場合には、前記光学式生体センサから前記ベ
ース装置に、前記生体の情報を送信することを特徴とする請求項５０に記載のセンサ通信
方法。
【発明の詳細な説明】
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